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セットアップが終了しますとデスクトップに左記のアイコ
ンが作成されます。（起動 操作マニュアル2P記載）

ダブルクリックしますと下記の画面に切り替わります。

①「新規」を左クリックして進みます。
①

システムの新規作成手順 （操作マニュアル5P記載）

②「選択」を左クリックして保存場所を決めます。

③「工事番号」を入力します。

④「現場名称」を入力します。

②

③

④

⑤「フォルダ名称」を入力します。⑤

１



⑥全部入力しますと「作成開始」ボタンが青くなりますので左クリッ
クします。「作成終了しました」でOKボタンをクリックしてください。
下記入力画面に切り替わります。

⑥

２



①リボンの土地一覧を選択し、自由フォームボタンをクリックします。

自由フォームボタンをクリックしますと、下記の②「ファイル取り込み画面」が
表示されます。
③「取り込み」をクリックします。
④サンプルデモデータ内の「土地一覧サンプルフォーム1 」を選択し、「開く」を
クリックします。

①

サンプルデモデータを使ったエクセル取り込み手順
（操作マニュアル8P記載）

③

④

②

サンプルデモデータ内

３



⑤「読み込みが終了しました」と表示されます
のでOKボタンをクリックしてください。

⑤

OKボタンをクリックしますと「ファイル読み込み」の画面に切り替わ
ります。
⑥ 「反映」をクリックしてください。

⑥

４



「反映」をクリックしましたら下記画面に切り替わります。

⑦セルをクリックしますと画面中央の土地実地調査書が切り替わります。
ここでは対象地番が反映されます。

⑦

「画面中央に土地実地調査書の入力画面が表示されます。
エクセルで取り込んだすべての地番の調査書が一括で作成されます。

⑧

⑧▼のプルダウンで対象地番の切り替えができます。

エクセルの取り込みは
これで終了です。

対象地番のみ反映

次にSIMAデータを取り
込みます。

SIMAデータを取り込む

と自動で隣接地番を設
定することができます。

SIMA取り込みの手順へ

５



①リボンのSIMAを選択し、「SIMAファイルを開く」をクリックします。

⑤下記の表示がでますのでOKボタンを
クリックしてください。

サンプルデモデータを使ったSIMA取り込み手順
（操作マニュアル11P記載）

サンプルデモデータ内

④

⑤

「SIMAファイルを開く」をクリックしますと、上記の②「確認」を聞いてきます。
③「はい（Y）」をクリックします。

④サンプルデモデータフォルダの「SIMA初回1回目」を選択し、「開く」を
クリックしてください。

②

③

①

６



⑥画面中央にSIMAデータが反映されます。

⑦セルを選択すると1筆が中央に表示されます。

⑥

⑦

７



⑧SIMA画面を縮小しますと対象地番が赤色で隣接地が緑色で自

動設定されます。 （※縮小・拡大はマウスボールで行えます）

⑨タブを土地実地調査書に切り替えますと⑩隣接地が自動で反映
されます。※１※2の操作については操作マニュアルのP31,P32を参照してください。

⑨

⑩

⑧

※2

※1

８



サンプルデモデータを使った写真取り込み手順
（操作マニュアル12P記載）

①画面右側の、「フォルダ管理」を左クリックすると②写真フォルダが
表示されます。

①

②

③「Photos」を右クリックし、「開く」を左クリックしてください。

９

③



１０

④「Photos」フォルダが表示されますので、サンプルデモデータ内の

「基準点引照点写真」、「境界点写真」、「作業状況写真」、「幅杭仮杭写真」、
「立会写真」の５つのフォルダをコピーして貼り付けしてください。

サンプルデモデータ内
④

⑤「Photos」フォルダの中が下図のようになれば写真の登録は終了です。



⑥「更新」ボタンをクリックすると、写真フォルダに④で登録したフォルダが表
示されます。

１１

⑥

⑦「Photos」を右クリックし、「名前規則で点と関連付ける」を左クリックしてく
ださい。

⑦



⑧関連付けが終わると下図が表示されるので、「OK」をクリックしてください。

⑨実地調査書の「07 現地の状況」に遠景、近景、立会写真が貼りつきます。
撮影した写真に撮影方向や撮影日時を含んでいる場合はそれらの情報も
反映されます。

１２

⑨

←関連付け前

関連付け後→

⑧



⑩立会写真は入力画面「07 現地の状況」の境界写真の右側に取り込まれ
ます。⑪スクロールバーを右に動かし確認することができます。土地実地調
査書のエクセル出力をした時に「11 画像情報」に反映されます。

１２

⑪

⑪

⑦

※写真の結びつけは操作マニュアルP12 Ⅵ-2写真の自動取り込みを
参照してください。サンプルデータはすでにリネームを行っています。



サンプルデモデータを使った帳票出力手順
～実地調査書編～ （操作マニュアル24P記載）

①リボン「実地調査書」を左クリックし、②「選択土地の出力」を左クリックしま
す。

①

②

１３

③これまで行った作業が反映された土地実地調査書が出力されます。
※埋まっていない箇所に関しては、操作マニュアル16P以降の操作が別途必
要になります。



サンプルデモデータを使った帳票出力手順
～立会証明書編～ （操作マニュアル24P記載）

①リボン「立会証明書」を左クリックし、②「選択土地の出力」を左クリックしま
す。

①

②

③立会証明書が出力されます。
※８筆を超えた場合は、次ページに別紙として出力されます。

１４



サンプルデモデータを使った帳票出力手順
～用地総括表編～ （操作マニュアル25P記載）

①リボン「立会証明書」を左クリックし、②「用地総括表出力」の全筆か対象地
のみを左クリックします。

※「全筆」の場合は土地一覧に出てるすべての筆を、「対象地のみ」は整理番
号に数値が入力されている筆のみを出力します。

①

②

③用地総括表が出力されます。

１５



サンプルデモデータを使った帳票出力手順
～土地の登記記録調査表編～ （操作マニュアル25P記載）

①リボン「立会証明書」を左クリックし、②「土地の登記記録調査表一覧」を左
クリックします。

①
②

③土地の登記記録調査表が出力されます。

１６


